　その日、男は八度目の転生を祝福された。
｢父と子と精霊の御名において、汝……｣
　司教の長々しい文句を前に、男は生あくびを噛み殺すのに必死であった。一応、体裁を繕い跪いてはいるものの、まだこの新しい身体に感覚が馴染んでいない上に、意識も判然としない。先ほどまで永い眠りについていたではないかと言われては困りものだが、それはこれを味わったことがない者だから言える暴言だと、男は思った。果たして、俺は最後に殺されてからどれほどの月日が経過したのだろうか。
　男がなぜ自身の死を｢殺された｣と表現したかには訳がある。男は軍人である。それもとびきり優秀な諜報員であった。第四次非核大戦末期に祖国を勝利に導いた功績を認められ、男は予てより計画されていた、ある実験の被験者第一号として選抜された。代替不能な希有な才覚を有したコンテンツを継続的に利用する為の技術。例え失われたとしても手元のバンクからいくらでも再生可能な不死身の人間。男は、人の持つ記憶全てを新たな肉体に上書きしようと試みた研究の副産物であった。故に、男が死ぬのはその大半が任務上のことに限られると言っても過言ではない。転生されたとは即ち、殺されたと考えるのが一番シンプルであったのだ。
　肩に一枚の薄布がかかる。どうやら司教の長々しくも有り難い祝福の御言葉は終わりを告げ、従者が衣を羽織わせてくれたようだ。男が見上げるとそこには修道女がいた。
　ふむ、中々の女だ。男は一瞬で値踏みを終えた。既に意識は晴れ渡っていた。
｢ありがとうございます｣
　そんな下心を露とも見せず男は立ち上がると、半裸体の男を前に生娘のように頬を赤らめる修道女へ殊勝に頬笑んだ。そして慣れたように修道女の手を取ると、耳元で甘く囁いた。
｢いかがでしょうか、シスター。この後、一緒にお食事でも。なにぶん久々の現世ゆえ、まだ足取りもおぼつかないのです。どうか手を貸しては頂けませんか｣
｢え？　あ、あの、その……あ……｣
　女は震えていたが、男には、もう断れないことが判っていた。男にはそれだけの人を惹きつける魅力がある。そして男は、誰よりも自身でそれを完全に理解していた。男は修道女の腰に手を回し、首元の髪をさっと払いのけてやる。女は抵抗しない。抵抗できない。他の従者たちがどよめき始めているが、それでも男は気にしない。
｢そこまでだ！　ディケンズ！｣
　聖堂に割れ鐘のような一喝が響き渡る。
　たったいまディケンズと呼ばれた男が顔を上げるとそこには軍服に身を固めた指揮官然とした一人の女性将官が立っていた。
｢貴様、ここを何処だと考えている！　その手癖の悪さは何度死んでも変わらんようだな！｣
[bookmark: _GoBack]｢この声、その顔……まさか、あんたサキちゃ、サキ少佐か？　これまた老い……｣
｢どうやら転生早々、営倉行きになりたいようだな貴様は……それと今は中将だ。口を慎め｣



· 投げっぱなしになってしまったので、一応、この後考えていたことをサラッとメモ。好きに使って下さい。俺は課題があるので寝ます。
· ディケンズ怒られる
· サキ中将に任務だと連れて行かれる
· ディケンズは前回の最後の任務は見事に完遂したものの重傷だったので記憶を抜き取られて古い身体は安楽死させられたとかそんな感じ
· 別にサキとディケンズは同期とかではない。だって八回目だぜ？寧ろディケンズがお兄ちゃん的存在の時期があったとか、上司の時期があったとか、夢がひろがりんぐ。時は人を変えるねー
· サキ中将の本名はサキ・Ａ・ジンマーマン。日系とかユダヤ系とかそんな臭いがする。眼鏡と葉巻が似合いそうな五十過ぎのBBA。CVは榊原良子でおｋ。
· ００７をイメージしてたのにどうしてこうなった
· 修道女とｱｰﾝなシーン考えてた。寧ろ書いたけどカット
· 中世騎士ものも書いてたけどどっちがよかったですかね。結局、修道女がｱｰﾝ
· 眠くてもう駄目だ……俺のJAVA課題は犠牲になったのだ……
